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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ヒストン脱アセチル化酵素、コアヒストン、およびその他のヒストン関連タンパク質と相互作用する、デス関連タンパク質6（DAXX）の転写抑制活性を調節する可能性のあるタンパク質をコードしています。マウスでは、このタンパク質は、不活性化X染色体上に豊富に存在するバリアントH2AヒストンであるマクロH2A1.2の推定ロイシンジッパードメインに結合します。このタンパク質のBTB/POZドメインは、他のタンパク質において転写抑制を媒介し、ヒストン脱アセチル化酵素コリプレッサー複合体の構成要素と相互作用することが示されている。この遺伝子の選択的スプライシングにより、同じタンパク質をコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：MATHドメインはH2AFYおよびBMI1と相互作用します。,機能：インスリンなどの確立された標的プロモーターのIPF1/PDX1転写活性化は、リプレッサー複合体をリクルートすることによって阻害される可能性があります（類似性による）。 CUL3と複合体を形成し、BMI1、H2AFY、およびDAXXのユビキチン化に関与し、おそらくGli2またはGli3のユビキチン化およびプロテアソーム分解にも関与しています。,その他：強皮症患者の血清によって認識される抗原。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,類似性：Tdpozファミリーに属します。,類似性：1つのBTB（POZ）ドメインを含みます。,類似性：1つのMATHドメインを含みます。,サブユニット：ホモ二量体。BMI1、CUL3、およびSPOPからなる複合体の一部です。H2AFY、CUL3、およびSPOPからなる複合体の一部です。DAXX、CUL3、およびSPOPからなる複合体の一部です。H2AFY、IPF1/PDX1、BMI1、およびDAXXと相互作用します。 CUL3と相互作用する。,組織特異性:広く発現する。,
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	SPOPポリクローナル抗体（1:1500希釈）を用いた3T3 HEPG2 Hela細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:200に希釈された
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